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心理的欲求の充足は英語学習者の内発的動機づけを高めるのか 
Investigating relationships between three psychological needs and subtypes of intrinsic and extrinsic motivation 
今野 勝幸＊ 
Katsuyuki KONNO 
In this study, relationships between subWpes of intrinsic and extrinsic motivation and three psychological needs 
were investigated. A total of 136 universiW students participated in this study and responded to a 5-point Liken 
scale questionnaire. The result of correlational analysis demonstrated that the theoretical framework of intrinsic 
and extrinsic motivation is applicable to Japanese universiりstudents. The result also showed that while all 
three psychological needs were significantly correlated with self-determined Wpes of motiv而on, perceived 
competence showed the highest correlation. It was concluded that pedagogical interventions to 拓ster perceived 

















向（international posture; Yashima, 2002)，内発的/外発的動
機づけ（intrinsic and extrinsic motivation; 庸森,2006)，期待
価値理論 (expectancy-value theory; 磯田，2008). L2 自己（L2 









は Deci and Ryan (1985) が提唱した自己決定理論0)中心
的な概念であり，どのような理由により行動が起こるのか 
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測定する尺度は，Noels, Cl'mcni, and Pelletier (1999）と腐
森 (2006）を参考に作成した. 下位尺度と信頼性係数は表 
I の通りとなった.また，3 つの心理的欲求がどの程度満
たされているのかを問う自律性，有能性，関係性の尺度は， 














尺度名 項目数 a 例 
内発的動機づけ 3 .79 英語の学習をしている時，自分は向上していると感じるのが楽しいから. 
同一視的調整 3 .75 自分の成長に役立っと思うから， 
取入れ的調整 3 '64 英語を勉強しておかないと，あとで後悔するかもしれないから. 
外的調整 3 .6o 英語を勉強しなければいけない社会だから． 
無動機 3 -74 英語は勉強しても，成果が上がらないような気がする． 
表 2 
心理的欲求の下位尺度のまとめ 
尺度名 項目数 a 例 
自律性 3 .66 英語の授業ですべきことは，すべて教師が決めている L （反転り 
有能性 5 .70 英語ができないと思うことがよくある‘（反転） 









































M SD Min Ma× 歪度 尖度 
自律性 2.87 a78 1.00 5.00 0.01 a45 
有能性 3.02 0.78 1.00 5.Oo 一a26 -0.34 
関係性 3.67 a88 1.00 5.00 一a66 -0.14 
内発的動機づけ 3.08 a97 1.00 500 -0.02 -0.49 
同一視的調整 3.64 a90 L33 5.00 一a38 一0.46 
取入れ的調整 3-38 a91 1.00 5.00 -0.27 司.38 
外的調整 3,69 a81 1.33 5.00 一a67 0.14 





I 2 3 4 5 6 7 8 
~．自律性 .26" .27" .22申 .07 .06 -.08 
2．有能性 .40" +58"' ,38" ,23" 」6 一＋53.. 
3＋関係性 3う“ ,35" .14 .29" ，ト22" 
4.内発的動機づけ .66" .44.. .20 -.57.. 
,．同一視的調整 .63" 43" 一．43"' 
6．取入的調整 .44"' 一，  lI 
7．外的調整 一．09 
S.無動機 
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注 
1 ある概念を測定する複数の項目の中に，問いが逆の方
向から表現されている項目が含められることがある 
（例】「この活動を楽しむことができた」と「この活動
は興味深くなかった」）（増田・北岡・荻野,2012). こ
のような項目を反転項目（もしくは逆転項目）という. 
反転項目を含めることにより，アンケートに回答中， 
回答者の注意カの低下や惰性によるいい加減な回答を
防ぎ,できるだけ正確な回答を得ることができると考
えられている＋反転項目を含めたまま尺度値を算出し
てしまうと，概念の内的一貫性が著しく低下する.そ
れを防ぐため，分析の際は，尺度の最大値に 1 を足し
た値からJ 実測値を引くことによって数値の変換作業
を行う（小塩，2004)' 
